
１ マイクロフィルムとは何か ２ 適切な保存方法と環境整備
1 ● マイクロフィルムの形態

2 ● 所蔵フィルムの現状把握

3 ● アナログ（マイクロ資料）とデジタルの特性比較

a．形状による区分

1 ● 世代、ベース、画像形成方法等の基礎データ把握

a．世　代

a．どんな内容なのか

c．ベースによる区分

b．画像の陰陽

デジタル媒体は …… ▼  時間とともに「不確実性・リスク・コスト」が増大するメディア

ロールフィルム マイクロフィッシュ アパチュアカード 陰画（ネガ） 陽画（ポジ）
フィルムの模式図

断熱（エアキャップ）

不透明＝TAC，透明＝PET

リール側面を
透過光で観察

※ロールフィルムには35mmと16mmのものがあります。この他、フィルムジャケット、マイクロカードといった形状のフィルムもあります。

可燃性（発火性）のフィルムで，昭和 30 年代以前
に使用されていたものです。

三酢酸セルロース
（TAC= トリアセテート）ベース

ニトロセルロース（NC）ベース

陰　陽 乳剤面から
見た正逆

フィルムの
裏表と巻き方

第一世代 陰 鏡　像 乳剤面＝外

第二世代 陰／陽 正　像 乳剤面＝内

第三世代 陰／陽 鏡　像 乳剤面＝外

一般的な温湿度環境下では 30 年程度でビネガーシ
ンドロームと呼ばれる劣化を生じます。

ポリエチレンテレフタレート
（PET）ベース

物質的により安定したベースで，日本では 1990 年
代前半にTAC からPETに切り替えられています。

・ オリジナルフィルムの場合、その原本が既に失われており、内容的に非常に貴重な可能性もあります。
・ 既に復刻やデジタルデータが存在し、それほど貴重でないものかもしれません。劣化がひどいような
ら廃棄という選択肢も視野にいれましょう。

2 ● 環境整備
a．温湿度管理

b．大環境整備（施設の断熱・温度むらの解消） c．小環境整備（包材交換）

・ TAC ベースのフィルムの保存では，空間の相対湿度が 40％を超えるとゼラチン内の水が自由水とな
るため，40％ RHを下回る環境を目指しましょう。温度は低いほどよく、できれば 21℃以下を保ちま
しょう。（フィルム資料の保存温湿度規格として、JIS Z-6009：1994、JIS K-7641：2008 があります）

・ 温湿度の監視・記録は必須です。

b．ベース（TAC/PET）の見分け方

C．長期保存や複製の不可能なフィルム（画像としての寿命は数十年程度）

①破壊的方法 : TAC は簡単に裂けますが，PET は手で引き裂けません。
②非破壊的方法 : PET の偏光性を利用する方法です（推奨）。

b．どんなモノなのか
・ 古いものの場合（1950 年代以前）、NCベースである可能性もあります。
　可燃性（発火性）のフィルムで危険ですから、すぐに専門家に相談しましょう。
・ TACベースの場合、ビネガーシンドロームを発症している可能性もあります。
　悪化すると影響が大きくなるのですぐに対応しましょう。 ⇨「３」参照

NCベース

図書館・博物館・文書館のためのマイクロフィルム保存ガイド 図書館・博物館・文書館のためのマイクロフィルム保存ガイド

システム依存性 セキュリティ対策 利便性重視 管理経費
（マイグレーションなど）

アナログ媒体は …… ▼  将来的にも「長期・安全性」を保証するメディア

システム独立性 自己完結型 互換性重視 長期保存性

ジアゾ

経年により褪色が進行しま
す。フィルムの茶変色に始
まり，徐々に画像が薄くなり，
最終的に消滅します。

ベシキュラー

熱に弱く，60℃で軟化して
画像が消滅します。またエ
タノールや酢酸エチルなどで
も画像が消滅します。

フィルムを偏光シー
トと重ね、一方を
回転させて観察

送風機 劣化した包材

重 要 世代・ベース・画像形成方法の異なるフィルムは，可能な限り分離して保存しましょう。



３ 異変（フィルムの破断、酢酸臭等）への対処
1 ● 劣化の種類

a．ビネガーシンドローム（フィルムだけでなく、人体や施設への影響に注意しましょう）

2 ● 劣化フィルムの特定

a．標本調査と悉皆調査

TACフィルムの寿命と温湿度の関係（密閉空間）

TAC フィルムの劣化を遅くする効率的な方法

吸着剤による吸着能の違い

酢酸濃度の比較（1ppm＝0.0001％）

ベースの湾曲

※この他、湿度が高い場合にはカビなどの生物被害、湿度が低い場合には画像のひび割れ（クラック）が生じます。

24℃・50％RH 約30 年

文化財に対して被害を与えない 濃度 0.17ppm（170ppb）

人間が酢酸臭を検知できる空間 1ppm 以上

人体への許容濃度 10ppm

AD ストリップ測定レベル3 以上のフィルム 40～ 50ppm 

30℃・50％RH 約15～ 20 年

35℃・70％RH 約6～ 7 年

吸着剤

活性炭

対酢酸 対窒素酸化物

モレキュラーシーブ
（ゼオライト）

シリカゲル

3 ● 劣化対策の計画
a．環境条件の底上げ

b．個別フィルムの手当て

① 区画化（ゾーニング）：保管庫は、低温で断熱補強しやすい場所を区
画化して設置しましょう。

② 環境管理：外気の取り入れは最小限にし、気密性をあげて、除湿を
徹底しましょう。

③ 隔離：フィルムが大量の場合は、保管庫の空間を制御しましょう。
少量の場合は、閉じ込めて小さな空間を処置する方が経済的です。

④ 酢酸除去：酢酸は、放散源の近くに吸着剤を置いて除去しましょう。
気中濃度を監視しながら、適切に吸着フィルターを更新します。

・ 標本調査（400 点の無作為抽出が一般的）→マクロの視点から、劣化状況全般を見積ります。
・ 悉皆調査（全点調査）　→ ミクロの視点から、劣化部位を特定します。

b．調査のための道具類

b．変色と褪色（硫化・酸化）

図書館・博物館・文書館のためのマイクロフィルム保存ガイド

A-Dストリップ

硫化による劣化 マイクロスコピックブレミッシュ 銀　鏡　化

c．温湿度に起因する劣化

フェロ化 バック層の剥離 ベースの破断

空調機器内部の劣化

可塑剤の溶出 結晶化 結晶化した画像

劣化フィルムの隔離
（ガスバリア袋）

空気清浄機
（酢酸吸着）

調査票 検知管・
ハンドポンプ

パッシブインジケータ
（左 : 設置前、右 : 完全変色後）

酢酸用
（170ppbの
 空間では4日
 で完全変色）
アンモニア用
（30ppbの
 空間では4日
 で完全変色）

リワインダー（放散作業に用いる）

湾曲したフィルムの平面化

中等

中等

良好

弱い

弱い

弱い
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